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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 173,472 1.3 31,826 △11.0 34,518 △8.2 25,565 △7.5

2025年３月期第３四半期 171,170 6.9 35,759 7.5 37,606 5.2 27,627 6.2

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 30,567百万円（16.4％） 2025年３月期第３四半期 26,267百万円（△19.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 110.81 －

2025年３月期第３四半期 116.14 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 375,022 283,510 75.3

2025年３月期 357,196 279,550 78.0

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 282,480百万円 2025年３月期 278,527百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 21.00 － 24.00 45.00

2026年３月期 － 26.00 －

2026年３月期（予想） 35.00 61.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 260,500 9.3 46,000 1.5 49,500 6.3 39,400 8.0 171.21

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 236,524,128株 2025年３月期 236,524,128株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 8,408,008株 2025年３月期 2,991,799株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 230,727,009株 2025年３月期３Ｑ 237,885,311株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注)詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　(３)四半期連結財務諸表に関する注記
事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2020年３月期より「株式給付信託（BBT）」を導入しており、当該信託が保有する当社株式を期末自
己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式に含めております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々

な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ

いては、添付資料３ページの「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ

さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間（2025年４月１日から2025年12月31日までの９ヵ月間）は、米国の通商政策の影響に

より、景気の下振れリスクおよび政策の不確実性が増大し、世界経済の見通しは悪化しました。ウクライナ危機の

長期化、中東情勢の緊迫化、原燃料価格の高止まり、金融資本市場変動等の影響の懸念もあり、依然として先行き

不透明な状況が継続しました。国内においては、米国の通商政策による影響が自動車産業を中心にみられるもの

の、個人消費は持ち直してきており、景気は緩やかな回復傾向が続きました。

　当社グループを取り巻く事業環境は、国内の景気は緩やかに回復しているものの、原燃料価格の高止まりや米国

の関税措置の影響による下振れリスクが懸念される状況にありました。

　このような事業環境下、当社グループは2025年度を最終年度とする３ヵ年計画「２０２５中期経営計画」におい

て、「実践と躍進」を基本方針として掲げ、課題である「市場の変化を捉えた事業拡大」「新製品・新技術開発の

加速」「生産性の向上」「安全・安心の追求」「ＣＳＲの推進」に取り組み、新市場開拓と拡販ならびに生産コス

トの低減に努め、持続的成長に向けた経営努力を積み重ねてまいりました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、173,472百万円と前年同期比1.3％の増収となりました。

営業利益は、31,826百万円と前年同期比11.0％の減益、経常利益は、34,518百万円と前年同期比8.2％の減益、親

会社株主に帰属する四半期純利益は、25,565百万円と前年同期比7.5％の減益となりました。

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

①機能化学品事業

　脂肪酸誘導体は、アジアにおける環境エネルギー関連の出荷が低調に推移し、売上高は減少しました。

　界面活性剤は、トイレタリー関連の出荷が低調に推移し、売上高は減少しました。

　エチレンオキサイド・プロピレンオキサイド誘導体は、合成樹脂・樹脂加工向けの需要が低調に推移し、売上高

は減少しました。

　有機過酸化物は、国内およびアジアでの需要が低調に推移し、売上高は減少しました。

　特殊防錆処理剤は、国内外の需要が堅調に推移し、売上高は増加しました。

　これらの結果、機能化学品事業の売上高は、106,969百万円（前年同期比6.6%減）、営業利益は、20,225百万円

（前年同期比17.9％減）となりました。

②医薬・医療・健康事業

　食用加工油脂・食品機能材は、製パン・製菓・加工食品向けの需要が落ち着いたものの、適正価格の維持に努

め、売上高は増加しました。

　健康関連製品は、健康食品向けの出荷が増加し、売上高は増加しました。

　生体適合性素材は、ＭＰＣ（２-メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン）関連製品の出荷が減少し、売

上高は減少しました。

　ＤＤＳ（ドラッグ・デリバリー・システム：薬物送達システム）医薬用製剤原料は、一部顧客向けの出荷が減少

し、売上高は減少しました。

　これらの結果、医薬・医療・健康事業の売上高は、36,455百万円（前年同期比0.1％減）、営業利益は、10,686

百万円（前年同期比8.8％減）となりました。

③化薬事業

　産業用爆薬類は、売上高は増加しました。

　宇宙関連製品は、ロケット向け製品の出荷が増え、売上高は増加しました。

　防衛関連製品は、早期装備化の初度費に係る一部取引の収益認識により、売上高は増加しました。

　機能製品は、売上高は減少しました。

　これらの結果、化薬事業の売上高は、29,552百万円（前年同期比50.1％増）、営業利益は、2,845百万円（前年

同期比83.0％増）となりました。

④その他の事業

　その他の事業は、運送事業および不動産事業から構成されております。その売上高は、495百万円（前年同期比

8.0％増）、営業利益は、378百万円（前年同期比30.5％増）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期末の総資産は、前期末に比べ17,826百万円増加し、375,022百万円となりました。

　資産の増減の主な内容は、現金及び預金の減少11,427百万円、棚卸資産の増加12,643百万円、売掛債権の増加

1,271百万円、有形固定資産の増加6,967百万円、投資有価証券の増加7,471百万円等であります。

　負債は、前期末に比べ13,866百万円増加し、91,512百万円となりました。

　負債の増減の主な内容は、買入債務の増加1,075百万円、流動負債のその他に含まれる前受金の増加13,148百万

円、法人税等の納付等による未払法人税等の減少3,929百万円等であります。

　純資産は、前期末に比べ3,960百万円増加し、283,510百万円となりました。

　純資産の増減の主な内容は、親会社株主に帰属する四半期純利益25,565百万円、自己株式の取得等による減少

15,002百万円、為替換算調整勘定の減少371百万円、剰余金の配当による減少11,586百万円、その他有価証券評価

差額金の増加5,593百万円等であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　最近の業績動向を踏まえ、2025年11月６日に公表しました2026年３月期の連結業績予想を修正しております。

　具体的な内容については、本日（２月13日）公表しております「2026年３月期通期の連結業績予想修正及び期末

配当予想修正に関するお知らせ」をご参照下さい。

　なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想と異なる可能性があります。

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、5,925百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（５）主要な設備

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の設備投資額は、18,834百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの主要な設備、設備計画に著しい変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 87,064 75,637

受取手形、売掛金及び契約資産 59,238 58,741

電子記録債権 3,561 5,329

商品及び製品 28,419 34,292

仕掛品 6,722 10,425

原材料及び貯蔵品 22,185 25,253

その他 4,992 6,390

貸倒引当金 △206 △223

流動資産合計 211,978 215,846

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 28,483 34,567

土地 20,343 20,533

その他（純額） 36,241 36,935

有形固定資産合計 85,069 92,037

無形固定資産

その他 1,950 1,847

無形固定資産合計 1,950 1,847

投資その他の資産

投資有価証券 41,864 49,335

退職給付に係る資産 9,557 9,641

その他 6,928 6,384

貸倒引当金 △151 △70

投資その他の資産合計 58,198 65,291

固定資産合計 145,218 159,175

資産合計 357,196 375,022

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 22,305 23,437

電子記録債務 1,580 1,524

短期借入金 1,490 1,464

１年内返済予定の長期借入金 816 997

未払法人税等 7,682 3,752

賞与引当金 3,915 2,122

その他 20,533 37,212

流動負債合計 58,325 70,510

固定負債

長期借入金 2,008 1,798

退職給付に係る負債 4,976 3,613

その他 12,336 15,588

固定負債合計 19,321 21,001

負債合計 77,646 91,512

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 17,742 17,742

資本剰余金 15,058 15,058

利益剰余金 220,195 234,175

自己株式 △6,271 △21,273

株主資本合計 246,724 245,701

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,072 26,665

為替換算調整勘定 6,437 6,065

退職給付に係る調整累計額 4,294 4,046

その他の包括利益累計額合計 31,803 36,778

非支配株主持分 1,022 1,030

純資産合計 279,550 283,510

負債純資産合計 357,196 375,022
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高 171,170 173,472

売上原価 106,479 111,264

売上総利益 64,690 62,208

販売費及び一般管理費 28,931 30,382

営業利益 35,759 31,826

営業外収益

受取利息 337 325

受取配当金 1,165 1,143

為替差益 238 685

その他 551 1,002

営業外収益合計 2,293 3,157

営業外費用

支払利息 95 99

不動産賃貸費用 58 54

固定資産撤去費用 131 167

その他 160 144

営業外費用合計 445 464

経常利益 37,606 34,518

特別利益

固定資産売却益 442 4

投資有価証券売却益 1,262 1,757

受取補償金 220 －

退職給付制度改定益 － 58

その他 1 4

特別利益合計 1,927 1,824

特別損失

固定資産除却損 94 132

固定資産圧縮損 1 －

特別損失合計 96 132

税金等調整前四半期純利益 39,437 36,211

法人税等 11,753 10,602

四半期純利益 27,684 25,608

非支配株主に帰属する四半期純利益 56 42

親会社株主に帰属する四半期純利益 27,627 25,565

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 27,684 25,608

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,701 5,597

為替換算調整勘定 401 △391

退職給付に係る調整額 △116 △247

その他の包括利益合計 △1,416 4,958

四半期包括利益 26,267 30,567

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 26,210 30,540

非支配株主に係る四半期包括利益 56 26

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、主として当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定

実効税率を使用して計算した金額を計上しております。

（追加情報）

　当第３四半期連結会計期間より、化薬事業における早期装備化に係る防衛関連設備の一部取引については、一定

期間にわたり充足する履行義務に応じて収益を認識しております。また、収益に対応する費用には固定資産の取得

に係る金額が含まれますが、当該金額につきましては、収益に対応するよう減価償却費として計上しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

機能化学
品事業

医薬・医
療・健康

事業
化薬事業 計

売上高

(1)外部顧客への売上高 114,509 36,508 19,693 170,711 458 171,170 － 171,170

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
3,047 795 7 3,851 6,691 10,543 △10,543 －

計 117,557 37,304 19,700 174,563 7,150 181,713 △10,543 171,170

セグメント利益 24,645 11,718 1,554 37,918 290 38,208 △2,449 35,759

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

機能化学
品事業

医薬・医
療・健康

事業
化薬事業 計

売上高

(1)外部顧客への売上高 106,969 36,455 29,552 172,977 495 173,472 － 173,472

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
3,587 802 10 4,400 7,143 11,543 △11,543 －

計 110,557 37,258 29,562 177,377 7,638 185,016 △11,543 173,472

セグメント利益 20,225 10,686 2,845 33,757 378 34,136 △2,309 31,826

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

　　　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売およ

び管理業務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,449百万円には、セグメント間取引消去47百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△2,496百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

　　　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売およ

び管理業務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,309百万円には、セグメント間取引消去5百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△2,315百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　前第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

　　至  2024年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

　　至  2025年12月31日）

減価償却費 5,204百万円 11,085百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
機能化学品

事業
医薬・医療
・健康事業

化薬事業 計

売上高

日本 79,784 16,534 19,597 115,916 371 116,288

アジア 25,927 1,597 64 27,589 86 27,676

欧州 5,102 10,746 18 15,867 － 15,867

その他 3,695 7,630 11 11,338 － 11,338

外部顧客への売上高 114,509 36,508 19,693 170,711 458 171,170

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
機能化学品

事業
医薬・医療
・健康事業

化薬事業 計

売上高

日本 73,458 17,396 29,413 120,268 393 120,662

アジア 24,392 2,369 108 26,870 101 26,971

欧州 5,203 7,740 29 12,973 － 12,973

その他 3,915 8,949 0 12,865 － 12,865

外部顧客への売上高 106,969 36,455 29,552 172,977 495 173,472

（収益認識関係）

　当社グループの売上高は、主に顧客との契約から認識された収益であり、当社グループの報告セグメントを地域別

に分解した場合の内訳は、以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売および管理業

務等を含んでおります。

２．売上高は、そのほとんどが顧客との契約から認識した収益であり、その他の源泉から認識した収益に重要性

はないため区分して記載しておりません。

当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売および管理業

務等を含んでおります。

２．売上高は、そのほとんどが顧客との契約から認識した収益であり、その他の源泉から認識した収益に重要性

はないため区分して記載しておりません。
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（重要な後発事象の注記）

自己株式の取得

　当社は、2026年２月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づく自己株式取得に係る事項を決議いたしました。

１．自己株式の取得を行う理由

　当社は株主の皆様への安定的な利益還元を経営の重要な課題と認識しております。

　2023年５月に公表した中期経営計画「NOF VISION 2030 Stage Ⅱ」（2023～2025年度）における配当政策に

ついては、安定的な利益還元の維持継続を基本方針とし、現中期経営計画最終年度（2025年度）において総還

元性向50％程度の目標水準を掲げております。

　今般、資本効率向上を意識した、さらなる株主還元を図るため、自己株式の取得を実施することといたしま

した。

２．取得に係る取締役会の決議内容

（１）取得対象株式の種類　　　　当社普通株式

（２）取得し得る株式の総数　　　1,800,000株（上限）

（３）株式の取得価額の総額　　　5,000,000,000円（上限）

（４）取得期間　　　　　　　　　2026年２月16日より2026年３月31日まで

（５）取得方法　　　　　　　　　東京証券取引所における市場買付け
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年２月13日

日油株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 狩野　茂行

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 丸山　高雄

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている日油株式会社の2025年４月１日から2026年３月31日ま

での連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間

（2025年４月１日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象に含まれていません。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・  主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・  四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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